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子どもの未来を育てる力～小さな問い掛けの魔法～
研修部長 東地 真友美

『道ばたの石ころどうやって売るか?』 これは、『ザ !鉄腕 DASH‖ 』
などの番組を手掛ける放送作家、野呂エイシロウさんの著書のタイトル
です。私は試しに6年 1組の児童にも問い掛けてみました。最初は戸惑
つていた子どもたちが「名前を付けて売る」「色を塗って売る」「水切リ
がしやすい石として売る」など、想像力豊かなアイデアを出し合い、教
室には笑顔と活気があ、3、れました。

こうした活動は、子どもたちに「正解を探すのではなく、自分の考えで道を切 り拓 くこ
と」の大切さを伝えています。「考えるっておもしろい」「自分のアイデアが認められた」
―そんな小さな成功体験が、やがて大きな自信 となり、学びに向かう力となっていきます。

自ら考える力を育てるために、本校では「AARサイクル」を意識 した学習の場づくりを
大切にしています。AARと は、「行動 (ア クション)」 の後に、「その経験から何を学んだ
か」「次にどう生かすか」を子どもたちが考えるプロセスです。

例えば、グループでの話 し合い活動の後に「自分はどんな役割を果たせたか ?」「次はど
うすればもっとよくなるか ?」 、も、りかえリシー トに書いたり、ペアやグループで語 り合っ

たりすることで、行動を経験で終わらせず、学びとして積み重ねていきます。これは教科
の学習にとどまらず、行事や係活動、日常生活の中にも取 り入れられています。

また、子どもたちの学びを支えるために、ICTの活用も欠かせません。子どもたちは一

人一台のタブレットを使い、友達の意見を画面上で見ることで、「他者の考えに触れる→自
分の考えを深める」サイクルがよリスムーズに行えるようになっています。教師も動画教
材やデジタル教材を効果的に取 り入れながら、「子どもが元々もっている考えや知識を、広
げたり深めたりする授業」のために工夫を重ねています。

また、私たち教師は、授業研究や校内研修を通 して、「子どもか らどのような問いを引き
出すか」「.3、 りかえりをどう生かすか」など、授業づくりについて日々学び合い、実践を積
み重ねています。「わかる授業」から「考えたくなる授業」へ。学校全体 として教育力を高
める取組をしています。

御家庭でも、日常の会話の中で「どうしてそぅ思ったの ?」「他にはどんな方法があるか

な ?」 と問い掛けてみるのはいかがで しょうか。例えば、買い物や料理を手伝っている時、
「今日はどんな材料を使 う?」「どうしたら効率よくできる ?」 と考える機会を作ることも、
子どもの思考力や発想力を育む大切な時間になります。

子どもたち一人一人が自分 らしく、前向きに学び続けることがで

きるように、これからも、学校・家庭・地域が手を取 り合いなが ら、

子どもたちの未来を支えていけるよう、学校 としての教育力を磨い

てまいります。引き続き、あたたかい御理解と御協力をよろしくお

願いいたします。
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ホ生活表につきましては、提出の必要はありませ
ん。御家庭で御活用<ださい。

★自由研究は任意での取組といたします。
★取り組んだ作品につきましては、学級前に1週間
程度掲示し返去口いたします。
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「夏撃停機日Jの出定について
本L幌市教育委員会では、昨今、全国的な課題と

なつている教職員の長時間勤務等への対応策とし

て、夏休み期間中に「夏季休校曰」の取組を実施

しています。これに伴い、本校で1よ 8月 12日
(火)～ 15日 (金)を夏季体校日とし、年末年

始と同様に、学校としての体校日とさせていただ

きますので、御理解と御協力をお願いいたします。

なお、夏季体校日の取組につきましては、市教委

教職員課労務係 (211-3853)にお問い合わせ<だ

さい。夏体み中に急な転居など連絡が必要になつ

た場合は学校にお知らせください。

平日   8:¬ 0-16:40
学校電話 881-8191

上記0寺間外の緊急連絡 (夜間・体日・体校日)は

学校メールにてお知らせ下さい。件名は「緊急」を入

れた上で、内容をお書き下さい。
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ます。

夏季短縮日課
今年度より暑さ対策として、2学期開始からの2週間

《8月 26曰 く火)～9月 5日 (金 )》 を
'ユ季短縮日課Jと

いたします。

学校トイレヘの生理用品の配置について

本校では、児童難もlteヾして学校生活を選るための環
境整備の一環として2学期より4階女子トイレと多目的トイ
レに生理用品を配置することとしました。急に生理になった
爆合や持ち合わせがない場合の緊急用として利用できま
す。
つきましては本趣旨について御理解をいただきますととも

に御家庭でもお子さんにお伝えいただくなど御配慮いただ
けますようお願いします。

を設置 して
います。
電話番号 :272-6034
受付時間 :平日 10:45～ ¬6:45(土 。日・祝日は除<)

悩みや困難を抱える児童に「いじめ電話相談 (少年相
談室)「 24時間子供SOSダイヤル」「子どもアシスト″ タ
ー」などの相談窓□を活用することができます.児童が
安心してSOSを出すことのできる相談窓□として、ご活
用<ださい。



地域ならびに保護者の皆様

令和7年 7月吉日

札幌市立北野平小学校 P tt A

会長 坂本 陽

口lRの方法
※各ご家庭の前の歩道にお手数でも、不用の品物をお出しください。

(雨の日も同様です。必ず歩道に置いてください。)

その際には必ず「北野平小」と書いた紙 (本紙裏面)を上につけてください。
・ 9:00よりお昼にかけ、回収車が各ご家庭を回り、資源の回収をします。

回収量の多さなど、諸般の事情から回収時刻が遅くなり、午後になることもあり
ます。ご了承ください。

籠 の顧
O古新聞・週刊誌  O雑誌等、本類  O段ボール Oビール瓶
Oアルミ缶 O牛撃Lパ ック  Oテ ィッシュの箱

※15時になつても回収されない場合には、

三洋産業 担当の今野さんまで! 090-1045-7261

北野平小学校 資源回収のお知らせ

く輔潤田1臨て>

毎月2日が回収日です0
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